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B 3 畑嫁齢こ沁するん形釧のん形のつくりにつヽﾉヽての吏的男舞

東京零政気家攻　o山内昭通有痴句3-

〔(社)日本家政学会

　剛

(現お系の水女多幻乖僑畑參圓I- ≫いて、蘇授で函リ、卸雅眼拓季てあ、乍彦満惚^(
iJ82～おりの凍求心こ7 マ偏ぐﾌれ杵欠如^年から昶列、幻琳'^での浦和として戸が｀
つちり憧、両々知句、山宍恥仏、松尊東灘^^と斗よ、I薔及ざれド。婬ぞ妬碓圓|こお

ｙヽﾏん榔剽び傭ぜら剱いりヽ、どのようじ箸及しマわやむでっぺIfヽ協同研牝芦漕
眼叫食耐しっつあ肌ここでl-f、斜f'れ1こぶっり雌きれい､形・ヽフくりヽら邱雄版卜
おヽ侈ん斟齢こつ・ヽい弗素ガを男象すいが｀、本則し目的で^ゐ。

　タ拡　衣ま｡・年・う昭和刀年手かﾌ)人形にﾌぐタ拡　衣如2.年勺う昭粒2o年手で(7)人形<ワ̂くリ
I- 奮禰脚やの箱導しひん祠^フくり、刄献と複堆
　２、肉ふ知句(i叩～iり・鬘泉晰椎咽表泗自咋しり^如業吻と丈献

　３、ふ司令仏い陶りりり亀尹傾蝉咀暮）の削乍し仁人御（東吻と天献

　4-、寂寥席(i帖～- 馨似纏践研潭）のX形^フくり、タガ

　邪菜　|､研邨、人卦M々ヅケ噛恬ど0ヽ喋廂。卵城、タ枚衣

して銀釧刊- 胴^- ユ̂攻^布を練いかもひ練債茄が｀今やtく宏米るも^ rあっ卜･
　２､肉ふり､､わ-^、知こ新聞鴉ｸ細均乞募りい仁紙粘^で頭剖刊、㈱春ク､上-ﾄ衣猿を

肴七作季膠的-f-j^人郷ダヽ中じで>フヤ。K妁創印を創鏝し乍ことでかおりヽ耳卸巾りり、乍。

　卵誄は知タ紙球ヽとして和低回糾俘ど.いろヽ｡ﾉヽろ昭人f肘工大しTこ・

　Aふか坤と画哨粒でりヽ栃て≒保゛?t蕭が｀釧湊船俳れ妨八べ乃い≒加仁・
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１報）一第三者とのかかわり方についてｰ

田淑子

び方法　家政学，親子関係の実践研究における心理劇の活用のしかたの可能性

の方法綸的特色，問題点を明らかにする。* た.心理劇の特色をいかして，親

課題を，生活縮図的に，動態的に探究する。今回は.親子関係の転換変容の節

況，親子が第三者とかかわる状況に着目し，親■子・研究者が共に参加する心

賎例を取りあげて，上記の目的にそった分析・考察を行い. 特に, 親子関係の

わる第三者の役割機能の考究をすすめる。

ラマの基礎を，創始者J.L.Morenoに学び，日本心理劇協会（会長. 松村康平）

に基づく心理胸の立場にたって, 家政学, 児童学，人間関係学の領域で行って

。お茶大乳幼児集団研究会，児童集団研究会，親と子の心理劇の会での実賎例，

び考察　親子が第三者とかかわる心理劇の実践例：　1）親子が他の親子・家族

心理劇（保育臨床の親グループ活動における心理劇）. 2）親子が外に出向き，

知の人と出会う心理劇( 同上）, 3）親子が他の親子と共に，第三者゛ふしぎな

わる心理劇遊び（保育臨床の合同活勤・参加者の集いにおける心理劇遊び）。

者とかかわる状況においては，親子の人間関係か，二者関係的，内接的な関係

関係的.多層接在的n.関係へとひらかれていく過程がみられ. 第三者の媒介的

が.具体的に浮き彫りになる。「間」に位置する第三者との，日常とは異なる

を伴う豊かな人間関係体験を通して（ずれや対立の変容過程も含む），子も，

生き方の多様性に気付き，親子のかかわり方をひろげていくことになろう。


